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生物多様性条約 

• 1992年： 「地球サミット」（リオデジャネイロ）にて
「生物多様性条約」が採択。日本は、1993年に締
結。 

• 同サミットにて、気候変動枠組条約も採択。その後、
1997年に「京都議定書」合意。 

• 2004年、「生物多様性という言葉を知っている
か？」に対して、約7割が「知らない」と回答した。
（小島望、生物多様性と現代社会、2010） 

• 2010年COP10（生物多様性条約第10回締約国会
議）が名古屋で開催されたのを機に、国内でにわ
かに注目を集める。 



3つのレベルの多様性 

• 生態系の多様性： 森林、里地
里山、河川、湿原、干潟、サン
ゴ礁などいろいろなタイプの自
然があります。 

• 種の多様性： 動植物から細菌
などの微生物にいたるまで、い
ろいろな生きものがいます。 

• 遺伝子の多様性： 同じ種でも
異なる遺伝子を持つことにより、
形や模様、生態などに多様な
個性があります。 



現在知られている地球上の生物の種類 

• 全生物種の総数： 141万3000種 
– 昆虫類： 75万1000種 

– 原生生物： 原生生物： 3万800種 

– 植物： 24万8500種 

– 藻類： 2万6900種 

– 菌類6万9000種 

– ウィルス、バクテリア： 5800種 

– その他動物： 28万1000種 （以上、Wilson 1992） 

• 地球上に生存している生物の種は1億種ともいわ
れ、科学者により分類されているものは、そのうち
の200万種以下。 



ICTと生物多様性の関わり 

1) 情報データベース 

2) モニタリング、情報収集、測定 

3) 脱移動、脱物質 

4) その他 



地球規模生物多様性情報機構 

• Global Biodiversity Information Facility
（http://www.GBIF.org） 

• 2001年設立された全世界中の生物多様性研
究機関の参加によるネットワーク組織 

 

http://www.gbif.org/javasc


地球規模生物多様性情報機構 

• 現時点で、2億9千万を超える生物の標本と観察記
録が利用可能。 

Count / one degree cell 

1 - 9 

10 - 99 

100 - 999 

1000 - 9999 

10000 - 99999 

100000+ 

例： セイヨウタンポポの分布データ表示 

http://cdn1.arkive.org/media/13/139A3E38-52B0-4013-A8C6-FDF4F61FAF14/Presentation.Large/Common-dandelion-in-flower.jpg


パソコンで生物分布変化予測が可能に？ 

• かつて、DAN塩基配列データベースが充実し、遺伝子やゲ

ノム研究が急速に進展した。（生命科学研究上で必要不可
欠な基盤となる。） 

• GBIFデータは、生物多様性の生物多様性の持続的利用政

策、生物多様性の保全など、基礎から応用研究まで用いる
ことができる。 

• 「Ecological Niche modeling」による生物種の自然分布、移

入種の動態予測、環境変動の時の分布変動、希少種の絶
滅確立予測等が可能なアプリケーションが現時点で利用可
能。 

• Desktop GARP(http://www.nhm.ku.edu/desktopgarp/)や
MAXENT（http://www.cs.princeton.edu/~schapire/maxent/）
などで解析可能。 

 

 

http://www.nhm.ku.edu/desktopgarp/


個人的には衛星画像の利用に興味あり 

画像提供： NOAA 





Detecting Coral Reef Bleaching （サンゴ白化） 
with High Resolution Satellite Imagery 

Products 

提供： NOAA 

Keppel Island（オーストラリア ゴールドコースト） 
左： 北端、 右： 南端 





石垣島 夜間光とサンゴ分布 

http://coralmap.coremoc.go.jp/sangomap_jpn/ 



うみがめの産卵回数
の変化 

http://www.umigame.org/J1/umigame
_sanranchi_kaisuu.html 

屋久島 夜間光 



今後の研究会の進め方について 

• 研究期間： 2011-2012年度（二年間） 

• 参加いただいている各社に、１回は各社の活
動状況について発表いただく。 

• 専門家招集講演 

–レスポンスアビリティ 足立氏 

–東北大 中静教授 

–環境省、リコー、その他 

• ２年後に活動記録をまとめて、出版できれば
なおよし。 


